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学 位 論 文 要 旨 

Preventing recurrence after surgical repair of pressure injuries in patients 

with spinal cord injury: Effects of a presurgical and postsurgical wheelchair 

seating intervention by experts 

（脊髄損傷者における褥瘡の術後再発予防：術前術後のシーティング専門家による車椅子

調整の効果） 

 脊髄損傷者の褥瘡は術後再発率が高いことで知られている。その対策として、現在、著

者らは術前よりシーティング専門家介入のもと車椅子やクッションの調整をした上で手術

を行うことにしている。専門家によるシーティング介入の術後再発予防効果について検討

した。 

 

方 法 

 2005年から2018年の間に殿部領域の褥瘡外科治療を行った19名の脊髄損傷者を対象とし

た。術後に従来のリハビリテーションのみを行った症例をグループ1（n=8）、従来のリハ

ビリテーションに加えて専門家によるシーティング調整を行った症例をグループ2

（n=11）とした。主要評価項目を術後3年経過した時点での褥瘡再発の有無とし、術後再

発率を2群間で比較した。 

 

結 果 

 術後再発率はグループ1で75％、グループ2で18％と専門家によるシーティング調整を行

った群で有意に再発率が低下していた（p=0.025）。再発のオッズ比は13.5であった。 

 

考 察 

 脊髄損傷者の褥瘡は座位姿勢や除圧不足が要因となることが多い。そのため、治療、再

発予防には適切な座位環境の設定と除圧テクニックの獲得が重要である。根治術後はもち

ろんのこと、術前から車椅子やクッションの調整を行っておくことで術後創部への負担を

減らし、術後再発が減少したと考えられる。 

 

結 論 

 脊髄損傷者の褥瘡外科治療において、術前から専門家によるシーティング調整は術後再

発を減らす効果があることが示唆された。 


